
様式第３号（第４条関係）         （記入例） 

農地利用最適化推進委員候補者応募申込書 
令和８年 １月 ７日  

 (宛先)加古川市農業委員会 

 農地利用最適化推進委員候補として応募します。 

 

氏 名（ふりがな） 
性
別 生年月日(年齢) 住 所 職 業 

△△△  さぶろう 
○男
・
女 

 昭和△年△月△日 

( △△ 歳) 

〒 675 - 〇〇〇〇 

 

□□町□□３２１－１ 
 農業 

△△  三 郎 

【連絡先】電話番号：固定 079(▲▲▲) ▲▲▲▲  携帯 090（ 8765 ）●●●● 

【経歴】農業に関する経歴等（農業委員、自治体等の計画策定委員等）が有れば箇条書きで記入 

 

〇年～〇年 ○○農業団体長、△年～△年 ○○水利組合長、 

△年～□年 （株）◇◇ 農業関係部門勤務 

□年～□年 加古川市農業委員 

☆年～☆年 〇〇営農組合理事 

【農業経営の状況】 

①営農年数 ３０年 ②市内での営農実績☑有 □無 ③現在、市内で営農をして ☑いる □いない 

④営農類型 ☑水稲 □露地野菜 □施設野菜 □果実 □花き・植木 

 □酪農・肉牛 □養豚 □養鶏 □その他（    ） ※該当項目すべてにチェック 

⑤耕作面積 自作地   ５０   アール、借地        アール 

 

【応募の理由】２００字程度で書いてください。 

 

例） 

自身の経歴 

現在の農業の問題点や課題 

推進委員として取り組みたい事柄 

などこれまでの経歴や知識などをどのように活かしていくのかをご記入ください。 

 

 

 

 

【農業委員への応募の有無】 有 ・ ○無  



 

 

【担い手への農地利用の集積･集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進などについての考え

を書いてください。】 

 

例） 

地域の農業の中心となる担い手への農地の集積について 

遊休農地の発生防止・解消について 

新規就農の支援などの担い手対策について 

など農業についてどのように考えているかをご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意事項 

この申込書に記載された情報(一部を除く。)は、農業委員会等に関する法律施行規則第12条の規定に

より公表の対象となります。 

 


